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美濃陶磁歴史館　企画展 

会期：1月9日（金）～2月15日（日） 

　
十
五
世
紀
の
中
ご
ろ
、
美
濃
窯

で
は
、
無
釉
の
碗
や
皿
な
ど
の
日

用
雑
器
と
と
も
に
、
灰
釉
・
鉄
釉

を
施
し
た
施
釉
陶
器
の
生
産
を
始

め
ま
す
。
こ
れ
は
、
中
世
の
瀬
戸

窯
で
、
中
国
輸
入
陶
磁
の
影
響
を

受
け
つ
つ
、
上
層
階
級
を
需
要
対

象
に
生
産
さ
れ
た
施
釉
陶
器
「
古

瀬
戸
」
に
続
く
も
の
で
し
た
。 

　
こ
の
施
釉
陶
器
を
、
美
濃
で
は 

「
古
瀬
戸
系
施
釉
陶
器
」
と
呼
び
、 

市
内
に
八
カ
所
の
古
瀬
戸
系
施
釉 

陶
器
窯
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
う
ち
、
「
下
石
西
山
窯
跡
」 

が
、
平
成
十
二
年
に
緊
急
発
掘
さ 

れ
、
窯
の
構
造
な
ど
、
生
産
遺
跡

の
様
相
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
製
品
と
し
て
、
天
目
茶 

碗
・
平
碗
・
縁
釉
皿
・
擂
鉢
・
香 

炉
な
ど
が
出
土
し
ま
し
た
。 

　
今
回
は
、
こ
の
下
石
西
山
窯
跡 

の
調
査
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。 

　
◆
会
期
　
一
月
九
日
（
金
）
〜 

二
月
十
五
日
（
日
） 

　
◆
会
場
　
美
濃
陶
磁
歴
史
館 

　
◆
入
館
料
　
大
人
＝
二
百
円
、 

高
校
・
大
学
生
＝
百
円
、
小
・
中 

学
生
＝
五
十
円 

　
◆
会
期
中
の
休
館
日
　
一
月
十

二
日
を
除
い
た
月
曜
日
、
一
月
十

三
日
・
十
四
日
・
二
十
三
日
、
二

月
十
二
日 

　
◆
そ
の
他
　
当
企
画
展
準
備
の 

た
め
、
一
月
八
日
（
木
）
ま
で
、 

臨
時
休
館
し
ま
す
。 

◇ 

　
詳
し
く
は
、
美
濃
陶
磁
歴
史
館 

（
☎
　
１
２
４
５
）
へ
ど
う
ぞ
。 

    

　
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め 

ら
れ
る
と
、
国
（
社
会
保
険
庁
） 

か
ら
領
収
証
書
が
交
付
さ
れ
ま 

す
。 

　
こ
の
領
収
証
書
は
、
所
得
税 

の
確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
と 

き
な
ど
、
保
険
料
を
確
認
す
る 

た
め
に
必
要
と
な
る
場
合
が
あ 

り
ま
す
。
ま
た
、
再
交
付
は
さ 

れ
ま
せ
ん
の
で
、
大
切
に
保
管 

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

　
な
お
、
金
融
機
関
や
社
会
保 

険
事
務
所
で
納
め
ら
れ
た
方
に 

は
「
納
付
書
・
領
収
（
納
付
受 

託
）
証
書
」
が
、
口
座
振
替
で 

納
め
て
い
る
方
に
は
、
口
座
か 

ら
引
き
落
と
し
が
あ
っ
た
翌
月 

に
「
国
民
年
金
保
険
料
領
収
済 

額
通
知
書
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
交 

付
さ
れ
ま
す
。 

    

    

　
厚
生
年
金
お
よ
び
国
民
年
金 

の
老
齢
年
金
受
給
権
者
全
員
に
、 

平
成
十
五
年
中
の
年
金
支
払
総 

額
、
社
会
保
険
料
の
金
額
（
介 

護
保
険
料
）
、
源
泉
徴
収
税
額 

お
よ
び
控
除
内
容
を
記
載
し
た 

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」 

が
、
一
月
三
十
一
日
ま
で
に
送 

付
さ
れ
ま
す
。
（
障
害
年
金
や 

遺
族
年
金
は
非
課
税
な
の
で
、 

源
泉
徴
収
票
は
送
付
さ
れ
ま
せ 

ん
。
） 

　
こ
の
源
泉
徴
収
票
は
、
確
定 

申
告
を
す
る
と
き
の
添
付
書
類 

と
し
て
必
要
と
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
「
公
的
年
金
等
の
源 

泉
徴
収
票
」
の
再
交
付
が
必
要 

な
方
は
、
多
治
見
社
会
保
険
事 

務
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ 

い
。 

◇ 

　
詳
し
く
は
、
多
治
見
社
会
保 

険
事
務
所
（
☎
　
０
２
５
５
） 

へ
ど
う
ぞ
。 

　企画展「美濃の古瀬戸窯～下石西
山窯跡～」をより楽しんでいただく
ため、歴史講座を次の通り開催しま
す。 
　受講料は無料で、申し込みも不要 
です。また、会場はいずれも文化会 
館・大会議室です。 
【第１回】 
　◆日時　１月17日（土）午後１時 
30分～ 
　◆内容　　「古瀬戸系施釉陶器」 
の成立過程＝講師：藤澤良祐氏（瀬 
戸市埋蔵文化財センター副所長）　 
　下石西山窯跡発掘調査報告＝講師： 
近藤真人氏（株式会社イビソク調査
員） 
【第２回】 
　◆日時　２月７日（土）午後１時 
30分～ 
　◆内容　戦国時代の東美濃につい 
て＝講師：三宅唯美氏（恵那市役所
職員） 

◇ 
　詳しくは、美濃陶磁歴史館（☎◯５５ 
1245）へどうぞ。 
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国
民
年
金
保
険
料
の
領
収 

証
書
は
大
切
に 

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴 

収
票
」
の
交
付 
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す
り
ば
ち 
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